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　８月24日、県立久慈高校（加藤
春男校長）に「小さな親切」運動
県本部（髙橋真裕代表）から「小
さな親切」実行章が交付されまし
た。10年以上続けている久慈川河
川敷周辺の清掃活動が評価された
もの。生徒会長の下川原光輝さん
は「これからも活動を継続してい
きたい」と笑顔で話していました。

実行章を手に笑顔の下川原光輝さん（左）と谷崎雅さん

長年の清掃活動が評価
久慈高に小さな親切実行章

　市文化財めぐりは８月18日に開
催。４年で市内の文化財を一巡す
るツアーで、今回は侍浜、夏井、
大川目方面の指定文化財など30カ
所を見学しました。参加者は担当
者の説明に、熱心に質問していま
した。参加した間ケイ子さん（寺
里）は「実際に見て触れて感動し
ました」と満足した様子でした。

説明を聞き、文化財を熱心に見る参加者

見て触れた文化財の旅
文化財見学バスツアー

パレードに沿道から声援
第19回やまがたガタゴンまつり

１／声を張り上げ山車を引く
　子どもたち
２／太鼓は練習の成果を披露
３／大黒舞もパレードに参加
４／見てみて、僕の踊りも上
　手でしょ！
５／力のこもった山形中のよ
　さこいソーラン

　８月29日、市内催事場で早稲田
大学大学院教授で前三重県知事の
北川正恭氏による地域講演会が行
われ、市民ら約100人が参加しま
した。北川氏は講演の中で「市民
目線で市の課題とお宝を発見する
ことが大切です」と訴え、参加者
は時折メモを取りながら熱心に聞
いていました。

講演をする北川正恭氏

市民の目線で発見を―
北川前三重県知事が講演

　８月26日、山形町で第19回やまがたガタゴ
ンまつり（同実行委員会主催）が開催されま
した。山車・みこし・流し踊りのパレードが
行われ、子どもたちが山車を引く声や、威勢
のいいみこしの掛け声に続き、山形町内各地
区ごとに見事な踊りが披露されました。30度
に迫る暑さの中、沿道ではたくさんの観客が
担ぎ手や踊り手に温かい声援を送りました。
流し踊りに参加した田中美世子さん（山形
町）は「今年は例年以上に暑くて流し踊りも
大変でした。それでも沿道の応援があったの
で踊っていても張り合いがありました。来年
も頑張りたいです」と来年への意気込みを話
していました。
　その後はガタゴン広場に場所を移し、久慈
東高校吹奏楽部による演奏や、山形中学校の
よさこいソーラン、地元の郷土芸能などのス
テージイベントに続き懸賞付盆踊り大会が開
催。会場は遅くまで多くの人でにぎわい、過
ぎ行く夏を惜しみました。
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声援をうけ、選手も奮闘しました

声援、選手を励ます―
第７回市長旗争奪少年野球大会

　第７回久慈市民ソフトバレー
ボール大会は９月９日、市民体育
館で開催。トリム、レディースな
ど５部門に29チーム150人が参加
し、熱戦を展開しました。トリム
Ⅱ部（40歳以上）を制した「しも
くん」チームの二又祐子さん（山
形町）は「きつかったけど勝てて
良かったです」と笑顔でした。

５部門で熱戦を展開
市民ソフトバレーボール大会

　グループホームみどりの里に入所する小屋畑ハツ
ネさんが８月22日に100歳を迎え、同日、長寿祝い
が開かれました。
　久慈市からお祝い状と祝い金、家族から花束を受
け取り「たくさんたくさんありがとう」と笑顔で何
度も感謝の言葉。三男の満夫さんも「昔から働き者
で丈夫な母です。これからも元気で長生きしてほし
いですね」と喜んでいました。
　子どもを４人もうけ、家事のほか近所の農業や漁
業を手伝い、家計を支えたハツネさん。物を作るの
が好きで、近所の公民館のうどん作り講習会では講
師を務めた経験もあるそうです。

三男の満夫さんから花束を贈られ、笑顔のハツネさん

　９月９日の救急の日、久慈消防
署で消防救急フェアが開催され、
消防車や救急車の見学のほか、レ
スキュー訓練の披露やＡＥＤの取
り扱い講習なども行われました。
消防士による救急ＰＲ劇場では、
コント仕立ての寸劇に、来場者は
笑顔になりながら、心肺蘇生法へ
の理解を深めていました。

消防救急へ理解深める
消防救急フェア開催

息の合った寸劇で心肺蘇生法を解説

熱い戦いを展開する選手たち

ご長寿おめでとうございます
小屋畑ハツネさんが100歳に

広報リポーターの突撃取材！

　夏井小ＰＴＡ46名は８月25日、八戸海上保安部
を訪問。海上保安庁の仕事を説明してもらい、鮫
角灯台の特別公開では太平洋の眺めを満喫しまし
た。他にも巡視艇の見学や「海猿」装備の試着な
ど、皆大満足の一日でした。（梅沢政隆リポーター）

巡視船「しもきた」の前でパシャリ！

　９月15日、大川目町の備前組30名は盛岡市で行
われたＩＢＣまつりに参加しました。会場は多く
の人でにぎわい大盛況。備前組は音頭やおはやし
の披露の後、観光チラシの配布などを行い観光大
使の一役を担いました。（小倉利之リポーター）

秋まつりをしっかりＰＲしてきました
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　９月８・９の両日、第７回市長
旗争奪少年野球大会が開催され、
12チームによる熱戦が繰り広げら
れました。応援する保護者らの声
援を受け、選手たちは最後まであ
きらめずにプレーしました。戦い
を制したのは天神堂ファイターズ
スポーツ少年団。同少年団は２年
ぶり２回目の優勝です。


